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科学技術イノベーションにおける地球観測の役割 

☆ 科学技術の推進に資するための役割 

 

☆ 課題解決に資するための役割 

 

☆ イノベーションに資するための役割                          

 



３つのサイクル 

事象のサイクル 

   人間と自然の相互作用におけるサイクル 

 

因果のサイクル 

   DPSIRにおけるサイクル 

 

事業のサイクル 

   観測（計測）から対策のサイクル 

 

 ＊DPSIR： Driving(駆動力）、Pressure（圧力）、 

   State（現況）、Impact（影響）、 

   Response（対策） 

 



持続可能な社会実現に向けてのサイクル 
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温暖化問題における因果サイクル（Ｄ-Ｐ-S-I-R） 

人間活動 

推進力（D) 

  気温 

状態（S） 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1900 1920 1940 1960 1980 2000 2020 2040 2060 2080 2100

  真夏日日数 

0

2

4

6

8

10

12

1900 1920 1940 1960 1980 2000 2020 2040 2060 2080 2100

     豪雨日 

影響
（I） 

圧力（P) CO2 

対策（R) 



温暖化問題におけるD-P-S-I-R （その２） 

気候変動の予測（Ｉ） 
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３つのサイクル 

事象のサイクル 

   人間と自然の相互作用におけるサイクル 

 

因果のサイクル 

   DPSIRにおけるサイクル 

 

事業のサイクル 

   観測（計測）から対策のサイクル 

 

 ＊DPSIR： Driving(駆動力）、Pressure（圧力）、 

   State（現況）、Impact（影響）、 

   Response（対策） 

 



観測（計測）から対策までのサイクル 
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観測（計測）から対策までのサイクル 
（いぶき（GOSAT）を例として） 
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新たな科学技術の展開 



持続可能な社会の実現に向けての 

５つの end-to-end フロー 

フロー１： 観測    →     対策 

フロー３： 科学技術  →    問題解決 

フロー４： 研究    →     製品・利用 

フロー５： 現在    →     過去～未来 

フロー２： データ    →     情報 

宇宙開発委員会 懇談会  2009/2/18 



地球観測立国 

☆ 地球に関する データ ＋ 知識（モデル） を 

    計測・収集・調査し、 

 

☆ 予測・評価に基づいて戦略を立て、 

 

☆ 適切な対策を講ずるとともに、その評価を行い、 

 

☆ 持続可能な社会を実現する 

 

ための科学技術基盤と資源を有する国 




